
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～５C育成の成果を示す～ 
  令和６年１２月１１日、課題研究校内発表会を実施しました。各研究分野の代表１１グループが１、２

年生の前で研究成果を発表しました。審査員として西日本新聞社柳川支局長や柳川市教育委員会

学校教育首席指導官、卒業生（大学生）などに来ていただき、講評をいただきました。 

伝習館高校は今年、「５Ｃの力」の育成を目指して参りました。５Ｃとは、①批判的思考力 ②コミュ

ニケーション力 ③協働力 ④創造性 ⑤主張する力 の５つのことです。４月から８ヶ月をかけて行

ってきた課題研究により、生徒の5Ｃの力は飛躍的な成長を遂げたものと確信しています。 
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「２年課題研究発表会」 

HP版 

題目：戦争は人類の発展に必要か 
メンバー：酒見 幸村、田中 葵、田中 皓大、眞﨑 康平、松橋 大阿、渡邊 麻唯、石川 優斗、 

江﨑 遥、緒方 昊志、古賀 真椰、平野 蓮乃 
私達の研究では戦争がもたらした利益や戦争の意義という面から実は「戦争が人類の発展に

大きく関わっていたのではないか」ということを考え、各々調査をし、戦争はやはりしてはい
けないと結論を出しました。研究の中で戦争肯定派と否定派に分かれて議論を行いましたが、
戦争を肯定していい理由を見つけることは本当に難しかったです。この議論があったからこそ
様々な見方が見つかり、深く研究を進められたと感じました。先生から多くの熱いアドバイス
を受けたこともありましたが、熟議したものを完成できて達成感を感じました。そしてなによ
り１位として選ばれて嬉しかったです！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 題目：教員不足の原因と働き方改革 
メンバー：髙椋 彩里、辻 伸二、福本 一心、池末 武朗 
私達の班は、「教員不足の原因と働き方改革」をテーマに課題研究に取り組みました。 

研究発表会では、くじ運が悪くトップバッターでしたが、緊張せずに発表することができまし
た。特に、インターネットや書籍だけではなく、学校の先生方の意見を取り入れたことが、より
説得力のある発表につながったと思います。 
近年、教職についてマイナスなイメージを持たれ、教員志望の学生の数が減っていることが問

題となっています。確かに教員は大変なことも多いかもしれませんが、同時にとてもやりがいの
ある職業です。今回の学びを活かし、教員の魅力を発信していきます！ 

 題目：文字と背景の色の組み合わせによる見やすさの関係性 
メンバー：原田 優花、淺井 凜音 
私達は、(パソコン上での)背景の色と文字の色の組み合わせによって、見やすさがどう変わるのか、規
則性はあるのかを調べました。 
研究を始めるときはゴールである答えが分かっていないので、方法が合っているかどうかも分からない
まま「とりあえずやってみよう」という感じで研究をしていました。私が一番研究って楽しいなと思ったのは
結果から考察する時で、規則性を見つけたりすると、自分が未知の世界を探検して宝探しをしているよう
な感覚になりました。また、その自分が発見したことを皆に伝えることも楽しかったです。私は課題研究を
通して、自分で物事の答えを探し出すことの楽しさを学ぶことができました。 

 

 題目：太陽黒点と地球気候への影響    メンバー：越智 大耀、生清 勝志 
私達は太陽黒点と地球の気候との関係性について調べました。７月下旬から８月の終わりま

でで撮影された太陽の写真を佐賀県立宇宙科学博物館ゆめぎんがさんから送ってもらい、それ
と気象庁のホームページの高層気象を比較して関連性や規則性を調べました。最終的には私達
が予想していたような結果は得られませんでしたが自分たちで考えて、グラフを作ったり、ス
ライドのレイアウトを考えたり、発表のためにたくさんの工夫と練習をし、多くのことを学ぶ
ことができました。特に語句の定義を大切にすることは新しい学びでした。 

 題目：柳川庭園の保存について 
メンバー：千代 島慧、山田 沙知子、古川 理緒、宮本 麻央 
私たちは、今、空き家化や埋め立てにより消滅が進んでいる柳川の水郷庭園を保存するため

に、現状を調べたり、清掃活動を行ったりしました。今回の課題研究では、上手くいかない事
や、失敗もたくさんあり、庭園の持ち主の方々へのアンケート調査では、想像の何倍も時間が
かかり、本当に大変でした。しかし、持ち主の方々から感謝されることも多く、やりがいがあ
りました。研究を進めていく中でたくさんの方々に協力していただいて、無事終えることがで
きたので感謝したいと思います。 

その他「ホームページを作る」「SNS 広告とその効果につい

て」「薬の飲み合わせ」「気候変動が農作物に与える影響」

「英語力を爆上げするには・・・？」「若者の献血離れについて」

など各グループがテーマを設定して問いを立て、実験や実地

調査、アンケート調査など様々な方法で検証、調査をしてきたこ

とをまとめ、発表しました。 

『柳川庭園の保存について』の調査研究の一環と
して取り組んだ松本邸庭園の清掃活動。 

本校卒業生大橋さんと石橋さんの講評 

審査員講評 
柳川市教育委員会 教育指導室 学校教育首席指導官  

中村 学     氏 
西日本新聞社 柳川支局長     河野 潤一郎 氏 
佐賀大学農学部          大橋 壮汰  さん 
佐賀大学芸術地域デザイン学部    石橋  健太郎さん 
各グループが実際に現場に足を運んで調査をしていた
ことが高く評価された。また、プレゼンの方法や聴衆
を意識した話の運び方など、今後に向けた示唆に富む
講評をいただいた。 
  



 

～「ザ・探究」公開発表会を開催～ 
令和６年１２月１４日、D-Steam の活動を中学生や保護者に公開して本校の教育活動を理解して

いただくことを目的に、「ザ・探究」公開発表会を開催しました。当日は中学生と在校生に加え、その
保護者など約５０名が集い、「探究」の中高連携を思わせる充実した会となりました。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「探究」の中高連携 

内容 
第１部「ザ・探究」発表会 
① 「英語力を爆上げするには・・・？」 

英語の力を伸ばすためのリスニング強化プ

ロセスを提案する   

② 「薬の飲み合わせ」 

 市販薬と飲料の相互関係を調査・実験 

③ 「文字と背景の色の組み合わせによる見

やすさの関係性」 

 パソコン画面上での見やすい文字と背景の

色の組み合わせを提案する 

④ 「戦争は人類の発展に必要か」 

 戦争は科学技術を著しく発展させ、人類を幸   

福に導いたという意見に反論する 

⑤ 「自然科学部生物班の挑戦」 

第２部「交流会 
①「柳川庭園保存」チーム 

②「知の創造塾」参加チーム 

③「京都研修」参加チーム 

④「バンクーバー留学」参加者 

上記のプレゼンを見たあと、内容について中

高生の意見交流を行った。 

 

「バンクーバー留学」をテーマに中高生が交流 

中学生の感想 
「どの発表もすばらしいものでした。この公開発表会に参加し
て貴重な経験となりました。調べたことがグラフなどにまとめ
られていてとても説得力がありました。」 
保護者の感想 
「探究のテーマ選びにセンスが感じられた。身近であるが知
れば生活や知識の部分で役に立つテーマばかりだった。柳川
の掘割研究など郷土を大事にする心を嬉しく思った。」 



～「探究プレ」課題研究の基礎・方法論を学ぶ～ 
２年生の課題研究発表会が終わったところですが、１年生も次年度発表をゴールに据え、課題研究を始

動しました。まずは「探究プレ」として次のような活動に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

  

 

 

 

 

 

１年生「課題研究」始動‼ 

＜目的＞ 
・課題研究の基礎・方法論を学ぶ

こと。 

・社会課題に対する関心を高め、

収集した知識を分析する力を身

に着けること。 

・まとめた内容を発信するツール

を効果的に使用すること。 

＜使用教材＞ 
スタディサプリ 探究講座 

＜授業展開＞ 
①：「スタディサプリ 探究講座」における「課題発見型授業」をもとに 1 年生のうちに探究のサイクルを体験す

る。＜８ｈ＞ 

内容の概要） 

Ⅰ：「不のつく感情」や「だったらいいな」を探す視点から課題を発見（設定）する能力を身に付ける 

Ⅱ：先行事例の収集、実地調査などの仕方を学ぶ 

Ⅲ：情報の整理・分析方法を学ぶ 

②：次年度に向けて、大グループを作り、質の高い問い（課題の設定）を行う。＜２ｈ＞ 

・「D」…柳川や有明、伝習館など郷土に関する課題解決を目指すグループ（市役所や地域企業との連携を想定） 

・「S」…科学的（化学・生物学・地学）な視点で課題研究を行うグループ（大学との連携を想定） 

・「T」…AIや Iot など先進的で近未来的な分野の課題研究を行うグループ（大学との連携を想定） 

・「E」…工学・物理学的な視点で課題研究を行うグループ（大学や企業との連携を想定） 

・「A」…人文・芸術の視点から文献調査や実地調査を通して課題研究を行うグループ（博物館や古文書館、大学

との連携を想定） 

・「M」…コンテストやコンクールに向けて、特定の分野を探究するグループ 

※【「D」～「M」グループまでの 6 グループは、課題研究のテーマ別ではなく、解決方法別の大グループを編成

する。 （当初予定：状況に応じて変更はありうる） 

 

 

 
＜次年度に向けて＞ 
▶課題研究のテーマや班員については、今年度までに決定しておく。２年次に改めて、問いの設定の仕方や批判

的な思考力を身につける時間を設ける。 

▶２年次の探究は、１年次で学んだ探究のサイクルを利用し、スタディサプリの動画を参照しながら課題の解決を

行うようにする。 

▶研究成果の発表については、例年のパワーポイント（グーグルスライド）やポスターセッションにこだわらない

方法も検討すべきではないか？ ⇒工作物をつくって検証をする、劇などの表現活動による発表など 

 

文部科学省『今、求められる力を高める総合的な探究の時間の展開（高等学校編）』
p.24 「図１ 探究における生徒の学習の姿」より 


